
 
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 5年 7 月 31 日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

株式会社かまいしＤＭＣ 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

岩手県釜石市 

所在地 岩手県釜石市魚河岸３番３号 

設立時期 平成３０年４月２日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 20 人【常勤 15人（正職員 15人・出向等 0人）、非常勤 5人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

河東 英宜「専従」 

 

 

代表取締役兼 CMO。2021 年 5 月より現職。総合旅

行業管理者。「地球の歩き方』を発行する出版社

の旅行マーケティング部門長を経て、2017 年に

（株）パソナグループ入社。New Value Creation 

Fund 投資政策委員会事務局にて地方創生事業に取

り組むなかで、2018 年 4月（株）かまいし DMC 設

立に出資参加。早稲田大学トランスナショナル HR

研究所招聘研究員。 

Professional Certificate in Sustainable 

Tourism（2021 年 5月取得） 

ジオパーク認定ガイド 

観光庁「広域周遊観光促進専門家」 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

 

河東 英宜「専従」 

 

 

代表取締役が兼任。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

大杉 尚也「専従」 

 

財務省関東財務局、金融庁で４年間勤務。MBA

（一橋大学大学院経営学修士）取得。現在は、持

続可能な運営のため、運営収支や財源確保等、財

務全般を担当。また、統計学（データ分析）を活
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※必ず記入するこ

と 

用した社会経済システムの分析をはじめ、CMO サ

ポートも行う。 

旅行商品造成・販

売 

佐藤奏子「専従」 日本大学芸術学部写真学科卒。Professional 

Certificate in Sustainable Tourism（2021 年取

得）。主に体験プログラムの造成・企画・実施を

担当。 AA フリーダイビングインストラクター・

AAA スキンダイビング&シュノーケリングインスト

ラクター、JASCA シーカヤック＆SUP ベーシック

インストラクター、三陸ジオガイド、無人航空マ

ルチコプター操縦技能者講習終了。 

地域商社事業 花堂 佳月「専従」 米国 DePauw University 卒。星野リゾートを経て

2020 年に入社。岩手釜石オンラインショップの運

営、ふるさと納税の運営等を通じて、地域の特産

品の開発、稼ぐ地域づくりを実践している。 

企業研修・企業版

ワーケーション事

業 

 

浅間 祐輝「専従」 

 

慶応大学商学部卒。大手人事コンサルを経て入

社。SDGs プログラムや DMO 研修等、釜石での受入

れプログラムの設計・開発。加えてプロモーショ

ンも行う。 

インバウンド PR、

受入担当 

佐野 利恵「業務委託」 米国大学院で環太平洋圏のサステナブル学修士取

得。釜石の復興支援員として、広報を担当。現在

は、フリーアナウンサー・映像クリエイターとし

て、インバウンド向け PR動画を制作するなど、

釜石へのインバウンド誘客を行う。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

岩手県釜石市産業振興部商工観光課（マーケティング、観光振興） 

      産業振興部水産農林課（特産品 PR、ブルーカーボン等） 

      産業振興部国際港湾産業課 

ゼロカーボンシティ推進室（脱炭素推進） 

      総務企画部ｵ総合政策課オープンシティ推進室（関係人口構築） 

      総務企画部ｵ総合政策課震災検証室（震災伝承） 

      文化スポーツ部スポーツ推進課（ラグビー推進） 

岩手県商工労働部観光・プロモーション室（県内連携） 

岩手県沿岸広域振興局（沿岸地域観光振興） 

連携する事業者名

及び役割 

・一般社団法人釜石観光物産協会（イベント事業、プロモーション） 

・釜石商工会議所（特産品開発） 

・釜石青年会議所（イベント実施） 

・釜石大槌旅館ホテル組合（旅行動向調査、商品開発） 

・釜石地方森林組合（カーボンクレジット、研修受入れ） 

・ＪＲ東日本旅客鉄道（旅行商品開発） 

・三陸鉄道株式会社（旅行商品開発） 

・岩手銀行、北日本銀行、東北銀行（情報共有等） 

・㈱パソナ東北創生（企画・運営） 

・東北観光推進機構（広域連携） 

・岩手大学釜石キャンパス（海洋関係連携、魚食プロモーション連携） 

・東京大学大気海洋研究所国際・地域連携研究センター（海洋関係連携） 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】② 
観光地域づくり法人が主導して行政や関係団体をメンバーとするワーキング

グループなどの委員会等を設置 
（概要） 
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観光推進の最高意思決定者を市長とする「釜石観光推進連携協議会」のも

と、観光に関わる多様な関係者とＤＭＯとが連携して地域の観光を推進して

いる。 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

・2018 年度より、毎年 2月に、市民およびステークホルダーに向けた観光フォ

ーラムを実施し、ＤＭＯの取組等を発表している。 

・観光フォーラムでは、より深い理解促進のため、専門家を呼び、講演いただ

いている。 

（これまでの観光フォーラム） 

平成 30 年度：「持続可能な観光とジオパークと DMO」国連世界観光機関のア

リアナ氏、GSTC のミヒー氏を招き、同時通訳セミナーを開

催。 

令和元年度：「持続可能な観光 東北フォーラム」国連世界観光機関、広域

DMO（東北観光推進機構）を招き、市民ホールで実施。 

令和２年度：「ディスティネーション・マネージメント」コロナ禍で市民ホ

ールでの実施が困難であったことから、WEB 開催。観光庁観光

地域政策企画室土居室長、一橋大 MBA 鎌田准教授の講演。 

令和３年度：新型コロナウイルス感染症の影響より例年実施している現地で

の観光フォーラムは実施せず、誰でも視聴可能な YouTube にて

当社の取組について報告した。 

令和４年度：「持続可能な観光サミット」GSTC 公認トレーナーである高山傑

氏による講演や連携 7自治体（弟子屈町、ニセコ町、小布施

町、宮津市、三好市、小国町、与論町）との持続可能な地域づ

くりに関する取組みを報告した。 

 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

【平成 30年度】 

・ASEAN 各国視察官約 20名を対象とした防災会議の開

催。 

・ラグビーワールドカップ開催関連の対外情報発信。 

 

【令和元年度】 

・漁村体験 外国人モニターを招聘 

・外国人向け 伝統芸能体験プロモーションビデオ作成 

 

【令和２年度】 

・外国人向け YouTube 観光チャンネル・instagram 開設 

・オンラインツアー実施（東北観光推進機構共催） 

 

【令和３年度】 

・釜石の観光コンセプトである「オープン・フィール

ド・ミュージアム釜石」に関するウェブサイトを充実

させ、地域の魅力を対外だけでなく、地域住民に向け

ても発信（パンフレットも制作）。 

・ワーケーション推進を目的としたワーケーション特設

サイトを公開。 

 

【令和４年度】 

・根浜キャンプ場の持続可能な取組を紹介するウェブサ

イトを公開 
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・公式 LINE 制作・活用による情報発信の高度化（また、

属性データ、コンテンツの人気度の収集） 

・観光 DX化の前段階として、地域事業者が自らタイムリ

ーな情報発信ができるように、Google を活用した情報

発信セミナーを、2023 年 2 月に開催した（釜石市内外

事業者 22名参加） 

受入環境の

整備 

【平成 30年度】 

・観光施設への WiFi 整備、多言語案内看板、洋式トイレ

設置完了 

・飲食店向け指さし会話帳（4カ国）作成 

 

【令和元年度】 

・津波伝承施設ガイドの英語化 

・ISO7001 国際認証取得 

・ハラル・ビーガンセミナー開催 

・魚河岸テラス、うのすまい・トモス、 

根浜シーサイドキャンプ場の開設、Wi-Fi 設置 

 

【令和２年度】 

・運営するジェラートカフェでの紙ストロー使用 

・キャンプ場では間伐材を利用した木皿の利用等プラス

チックゴミの軽減に取り組んでいる。 

・鵜住居駅前の津波伝承施設～鵜住居復興スタジアム～

根浜キャンプ場～箱崎半島（国立公園）について、ア

クセス改善と環境への配慮から貸し自転車を設置し

た。 

・スタッフ 8名が国際基準 GSTC のトレーニングプログラ

ムを修了。 

・持続可能な観光地マネジメントの担当者サステナビリ

ティ・コーディネーターを配置。 

・「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」のロ

ゴ使用の条件を満たし、使用承諾を受けた。 

・GSTC 認定の国際認証機関グリーン・デスティネーショ

ンズの認証プログラムに 2018 年から参画し、「世界の

持続可能な観光地 100 選」や「グリーン・デスティネ

ーションズ・アワード ブロンズ賞」を受賞。 

・第 13 回観光庁長官表彰 

 

【令和３年度】 

・釜石市および民間事業者と連携し、釜石での企業版ワ

ーケーション推進の新たな拠点となるワーケーション

施設「Nemaru Port」を開設。 

・「世界の持続可能な観光地 100 選」に選出されたほか、

日本で初めて「グリーン・デスティネーションズ・ア

ワード シルバー賞」を受賞。 

・釜石の食材を中心とした「三陸ジオ弁当」を市内弁当

企業と開発し、市内調達率の重要性など、その経緯で

事業者に「持続可能な観光」の考え方を共有。 

 

【令和４年度】 
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・「世界の持続可能な観光地 100 選」に選出（5年連続）。 

・今後のインバウンド誘客を見据え、釜石市と連携し、音

楽、文化、食、スポーツ等を通じて、オーストラリアと釜

石市の交流を深めるオンライン交流会（KOALA CAMP）を開

催（オーストラリア大使館共催）。 

・防災学習プログラム等の体験プログラムの英語化。 

 

観光資源の

磨き上げ 

【令和元年度】 

・防災関連プログラムの磨き上げ 

・修学旅行一度に 200 名の受入れ体制構築 

 

【令和２年度】 

 ・常設体験ツアー26コースをスタート 

 ・SUP、シーカヤックガイド 8名を養成 

 

【令和３年度】 

・釜石湾漁船クルーズの運航開始 

・これまで観光資源としてあまり注目されていなかった

復興過程で建設された釜石の建築群を、新たに観光資

源として再構築した「まちの建築デザイン共有事業」

を実施（観光庁事業）。 

・地域の星の伝承と脱炭素を意識したキャンププログラ

ムを造成する「星空ツーリズム（アストロツーリズ

ム）とゼロカーボンキャンプ推進事業」を実施（環境

省事業）。 

 

【令和４年度】 

・サステナブルツーリズムの取組を感じられるサステナ

ブルコンテンツとして、「サステナブルな観光コンテン

ツ強化事業」（観光庁）にて、 

★岩手大学釜石キャンパスを連携した「マイクロプラ

スチックから海洋保全を考える SDGs 学びプログラ

ム」 

★釜石地方森林組合と連携した「釜石の森林・バイオ

マス発電から考える SDGs 学びプログラム」 

を造成した。 

・釜石の新たな高付加価値・高単価プログラムの造成を

目指し、「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる

看板商品の創出事業」（観光庁事業）にて、地域の自

然、食材を贅沢に味わい、特別感を感じられるような

「釜石ラグジュアリーマリンツアー」を造成した。 

・ニーズが多様化しているワーケーションに、三陸沿岸

の自然を掛け合わせることで、新たな誘客需要を創出

する「みちのく潮風トレイルを活用した『エコトレイ

ル』ワーケーションプログラム造成事業」を実施し

た。 
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【定量的な評価】 
 

項目 単位 2019 2020 2021 2022 

HP アクセス数  回 32,658 181,775 138,584 255,749 

体験プログラム 

参加者数 

人 996 1,102 2,713 2,713 

津波伝承施設入館数 人 66,785 29,680 24,371 27,172 

臨海観光施設入館者数 人 132,165 100,383 89,841 100,851 

海浜キャンプ場宿泊者数 人 - 2,610 3,025 3,785 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

観光戦略の策定における合意形成組織は「釜石観光推進連携協議会」 

・メンバーは、岩手県、釜石市、釜石市観光物産協会、釜石商工会議所、交

通・鉄道会社、釜石地方森林組合組合、釜石市内漁協 等 

 （会長：釜石市長、事務局：釜石市および DMO）） 

・協議会は、年１回開催。協議会では、釜石の観光状況の共有や釜石が進めて

いる施策、各団体による意見交換を実施。 

・第１回：2021 年 10 月開催、第２回：2022 年 11 月開催。 

・全体の方向性については、釜石観光推進連携協議会で協議および合意するも

のの、個別テーマについてはテーマごとの会議体において、合意形成を行

い、報告会を実施している（昨年度は 21 回の会議が開催）。 

 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

  
※釜石は８つの行政区に分かれるが、「うみ・やま連携」を 

活発化する３つのエリア分けを設定 

 

【区域設定の考え方】 

釜石市は、岩手県の沿岸部リアス式海岸の「三陸復興国立公園」の中心に位置し、標高 1,300m

クラスの３つの山と４本の川など、豊かな自然に恵まれた地域である。 

 

明治 22 年の町村制施行により釜石村と平田村が合併し釜石町として誕生した。昭和 12 年に釜石

市となり、昭和 30年に旧釜石市、甲子村、鵜住居村、栗橋村、唐丹村が合併し、今の釜石市の姿

となった。山、岬、入江、川等の険しい地形により地区を結ぶ交通アクセスに課題があり、長い

間、市内のコミュニケーションを分断してきた。そのため、各地区の市民が釜石市内全域を回遊す

ることは少なく、釜石市民でありながら、釜石市の中心部（東部・平田地区）以外の地区には足を

ほとんど運ばないという方も多いのが課題であり現状である。観光振興においても、これまでの多

くの取組みが、地区ごとに独立して行われてきた。 

 

一方で、鉱物資源・森林資源に恵まれた釜石市の山が川の流れを通じて三陸沿岸地域の豊かな生

活を育ててきた実態や、山間部と沿岸部の市民の連携があったからこそ生まれた近代製鉄産業等、

釜石市民の誇りにつながる「うみ・やま連携」の歴史がある。これは、三陸沿岸地域の近隣市町村

と比較すると釜石市の特筆すべき独自価値といえる。 

 

そこで釜石市の観光振興ビジョンでは「うみ・やま連携」を活発化する３つのエリア分けを設定

した。 

(1)世界と繋がる山と海（鵜住居川流域エリア） 

(2)鉄都・釜石の大動脈（甲子川流域エリア） 

(3)仙台伊達藩の藩境（五葉山・唐丹エリア） 

観光資源に一定のまとまりをもつ地域でグループ化し、コースを確立することで、釜石市内の複

数エリアの観光回遊性の向上を図る。 
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【観光客の実態等】 

※設定区域における観光客入込客数、延べ宿泊者数、消費額等を踏まえて記入すること。 

①観光客入込客数 

観光客入込客数は、震災前の 780,835 人（平成 22年度）をピークに、平成 26 年度は 221,108

人まで大きく落ち込んだものの、平成 30 年度は 516,119 人の水準まで戻ってきている。令和元

年度は、観光関連施設の開設や、ラグビーワールドカップによる誘客効果もあり、911,449 人で

あった。令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、378,695 人と大きく減少し

た。令和 3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、近隣地域からの来訪者が増え、

514,132 人であった。コロナウイルスによる行動制限も緩和され始めた令和４年は、近隣地域の

ほか、遠方からの来訪者も増え、576,794 人であった（前年度比 62,662 人増加）。 

 

②延べ宿泊者数 

直近の推移は、平成 29年度 220,303 人、平成 30年度 207,027 人、令和元年度 185,582 人、令

和 2年度 81,389 人であり、令和 3年度は、110,693 人であった。令和３年度は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を考慮した近隣での旅行需要が増加したほか、県割引や市割引の実施による宿

泊需要の喚起により、前年度比 29,304 人増加した。令和４年度は、コロナウイルスによる行動

制限緩和のほか、前年度に引き続き、県及び市の宿泊割による宿泊需要の喚起施策により、

125,751 人となった。 

今後は、各地域による誘客が本格的に再開されるため、引き続き釜石への旅行の目的化が課題

となっている。 

これらの課題に対し、当社は、宿泊を促進するナイトタイムコンテンツの充実を目的として、

「うにのまち釜石プロジェクト」を実施した。当社が開発した「うにスープ」を市内飲食店等に

販売し、このスープを活用して、夜メニューとして、オリジナルメニュー（うにリゾットやうに

パスタ等）を販売していただくことで、宿泊を促す施策を実施している。 

また、2021 年 10 月に、釜石市および民間事業者と連携し、釜石での企業版ワーケーション推

進の新たな拠点であるワーケーション施設「Nemaru Port」を開設。ワーケーションで来訪した

企業に「釜石ならではの学び」を提供するプログラム（防災学習や復興まちづくりを通じたマネ

ジメントプログラム）を提供することで、釜石でのワーケーションを目的化し、誘客・再来訪を

実現している。 

 

③消費額等 

観光客一人当たりの旅行総予算額（宿泊代、飲食代、お土産代、観光代の合計）の直近３年間

の推移は、平成 30年度が 46,241 円、令和元年度が 43,829 円であった。（令和２年度は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、十分なサンプルを確保することができなかったため、未実

施）。令和４年度からは、より実態に合った計測に向け、調査項目を見直し、観光来訪調査を実

施したところ、宿泊旅行予算は 16,407 円、日帰り旅行予算は、5,096 円となった。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

分野 名称 概要 活用・状況等 

観光施設 釜石大観音 リアス式海岸の絶景を見渡せる コンテンツ化 

橋野鉄鉱山（世界遺産） 近代日本を支えた最大の製鉄所 コンテンツ化 

商業施設 シープラザ 釜石駅前の物産館 観光の拠点化 

道の駅釜石仙人峠 内陸部からの入り込みの玄関口 観光客の窓口 

橋野どんぐり広場 橋野地域の産直 休憩・買い物 

かまりば 飲食店の集積エリア ＮＴエコノミー 

魚河岸テラス 釜石の食の発信施設 観光の拠点化 

鵜の郷交流館 鵜住居駅前の物産館 観光の拠点化 

自然 根浜海岸 美しい砂浜とマリン整備 海浜観光拠点 

根浜シーサイド キャンプ場、レストハウス等 海浜観光拠点 
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五葉山 花々が美しい山 トレッキング 

甲子川 鮎の食味日本一を受賞 一部店舗で提供 

漁船クルーズ 観光船の代替 人気コンテンツ 

みちのく潮風トレイル トレッキング、写真ツアー実施 人気コンテンツ 

釣り 海釣り、川釣り等 大会実施 

文化 鉄の歴史館 製鉄の歴史、釜石の鉄作り 人気コンテンツ 

釜石郷土歴史館 戦前からの市民の暮らし 通常稼働 

旧釜石鉱山事務所 国登録有形文化財 通常稼働 

いのちをつなぐ未来館 津波伝承施設 観光拠点化 

釜石祈りのパーク 東日本大震災慰霊施設 観光拠点化 

漁業体験 定置網見学、漁業体験ツアー 人気コンテンツ 

林業体験 体験コース実施、工作等 人気コンテンツ 

教育 防災教育 釜石の出来事の取組等 人気コンテンツ 

スポーツ 釜石鵜住居復興スタジアム 体験ツアー等を案内 人気コンテンツ 

仙人峠マラソン 毎年 10 月実施 釜石市管轄 

釜石はまゆりトライアスロ

ン国際大会 

トライアスロン大会、9月実施 今年度休止 

釜石オープンウォータース

イミング 

水泳大会、7月実施。 実施 

イベント 春の桜まつり 薬師公園にて４～５月開催。 実施 

唐丹町さくらまつり ３年に１度開催。 実施予定 

橋野鉄鉱山八重桜まつり ５月に開催。 実施 

釜石よいさ 釜石鵜住居復興スタジアムにて 9

月開催 

実施 

うみやま郷土芸能大競演 ７月開催。 今年度休止 

納涼花火 ８月開催。 実施 

釜石まるごと味覚フェステ

ィバル 

９月開催。 実施 

釜石まつり 10 月開催。 実施 

鉄道 三陸鉄道 市域を南北に縦断。 イベント連携 

JR 釜石線 内陸地域と沿岸地域を結ぶ。 イベント連携 

 

このほか、観光資源については、エリアごとに、「釜石市 地域資源目録」を制作し、自然、文化、社

会経済のテーマごとに、地域資源を整理している。 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

施設数：ホテル 12軒（約 1,250 名）、旅館 6軒（約 150 名）、民泊数軒 

 

 
（出典：いわて釜石観光ガイド） 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

①区域までの交通 
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（出典：いわて釜石観光ガイド） 

②域内交通 

 
 

※釜石市内は、ＪＲ・三陸鉄道の鉄路が主な交通手段であり、駅から離れた地域へはバスやレンタカーで

の車移動となる。震災復興の過程において、高速道路（釜石自動車道、三陸沿岸道路）の整備がされ、

岩手県内陸からの移動や、宮城県からの移動が容易となり、アクセスが改善した。 

ＪＲ釜石線 

ＪＲ山田線 

三陸鉄道 

南リアス線 

●津波伝承施設 
●根浜キャンプ場 

●魚河岸テラス 
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【外国人観光客への対応】 

＜ハード面＞ 

・Wi-Fi スポット等の通信環境の整備（公共施設はすべてフリーWi-Fi 化、多言語化サイン化、

洋式トイレの整備）を 2019 年までに終えている。 

 

＜ソフト面＞ 

・高度な英語が話せる人材の採用（4名）、指差し会話帳の作成、ハラルメニューの勉強会    

・DMO による市内飲食店を対象とした「食の多様性を学び・取り入れるためのインバウンドおも

てなしセミナー」を開催（令和 3年度） 

・DMO による防災学習プログラム等の体験プログラムの英語化 

 

＜情報発信＞ 

・訪日外国人向けの多言語対応した情報発信として、「MATCHA Contents Manager」と導入し、釜

石各地の観光地約 20 スポットを登録している。これにより、持続可能なインバウンドに向け

た効率的な情報発信体制を構築した。 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 
 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 消費額から、地域内の経済波及効

果を計測することで、観光による

地域による裨益を見える化する 

観光来訪調査および東洋大学国際

観光学部教授古屋先生の指導のも

と経済波及効果分析を実施 

延べ宿泊者数 宿泊需要の把握 宿泊施設より収集 

来訪者満足度 地域の魅力を把握 観光来訪調査 

リピーター率 地域の魅力を把握 観光来訪調査 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策

の効果等を把握 

Google アナリティクスを使用 

住まう誇り 持続可能な地域づくりの最上位目

的である住まう誇りの醸成を把握 

観光住民意識調査（2年毎に実施） 

住民の観光客を迎える意識 市民の観光誘客に対する意向理解 観光住民意識調査（2年毎に実施） 

 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
釜石市では、他の地域に比較し観光資源が乏しく、かつては企業城下町として栄えていたことか

ら、以前は積極的に観光には取り組んではこなかった。しかしながら、東日本大震災からの復興を期

に、観光に取り組むに際して、サステナブルツーリズム（GSTC 基準）の考え方を取り入れた地域づく

りに取り組んでいる。 

新型コロナウイルス感染症に影響により落ち込んだ観光需要も、コロナウイルスによる行動制限が

緩和され始め、少しずつ街ににぎわいが戻りつつあるものの、引き続き長期的な地域経済活性化が課

題である。 
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当社は、体験プログラムの充実や効果的なプロモーションによって、釜石への誘客に対する施策

を、市や観光物産協会をはじめとした観光推進組織と協議のうえ実施しており、一定の効果がみられ

ている。 

このような中、釜石市では、持続的な地域づくりの施策として、企業版ワーケーションを推進して

おり、ワーケーションを基軸とした交流人口の増加、さらには、来訪企業とのビジネスマッチングを

通した地域企業活性化など、持続可能な地域づくりに向けた取組を推進している。 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 ビジネスホテル（主にシングルユース）
による三陸沿岸地域最大級の観光客収容

力 

 ユネスコ世界遺産として登録された橋野
鉄鉱山 

 産業都市としての歴史 
 全国的に有名なラグビー（ラグビーワー
ルドカップ 2019™日本大会を含む） 

 鉄の歴史から導かれた、外部からでも新
しい人やものを迎え入れる開かれた気質 

 海産物だけではなく、豊富な水や甲子柿
をはじめとした優れた食資源 

 釜石ならではの防災学習の確立 

弱み（Weaknesses） 

 首都圏からのアクセス 
 既存の観光施設の集客力低下 
 特別感を提供できていない 
 リゾート施設が無い 
 象徴的なイメージが確立されていない観
光資源（代表的な景勝地や名物料理の不

在） 

 外部に向けた情報発信力が弱い 
 地域内における情報共有が弱い 
 観光人材の不足 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

 全国的な防災意識の高まり 
 「地域ならでは」を学ぶ越境学習の需要
増加 

 三陸道等の交通網の利便性向上 
 SDGs の世界的な浸透 
 地域のレジリエンスの重要性の理解向上 

脅威（Threat） 

 新型コロナウイルスによる観光の在り方
の変化（大広間での食事より個室等での

食事など） 

 主要幹線道路整備で釜石市を通過するこ
とによる観光客減少懸念 

 

 

（その他のマーケティング分析） 

★STP 分析 

（１）S：セグメンテーション 

以下の変数を用いてセグメントしている。 

 ・地理的変数⇒首都圏 or 県内や東北内近隣地域 / 欧米・オセアニア or アジア 

 ・人口動態変数⇒個人 or グループ / 一般観光客 or 企業 

 ・心理的変数⇒観光を楽しむ or 観光を通じて学ぶ・交流する 

（２）T：ターゲティング 

 上記のセグメンテーションおよび釜石の強みである、「①防災学習、②みちのく潮風トレ

イルや三陸復興国立公園、三陸ジオパーク、③ラグビー」を鑑み、 

 ・ターゲット⇒「首都圏からの観光を通じて学びたい・交流したいグループ」を選定 

（３）P：ポジショニング 

 上記のターゲットに対し、以下の独自ポジショニングを築く。 

①「地域ならではの学び」を希望する首都圏企業、学校（ワーケーション、企業研修、

教育旅行）のグループ 

②三陸の食・自然等を感じたい主に首都圏からのグループ 

③ラグビー文化を通して、地域との交流を好む訪日外国人（特に、欧米やオセアニア地

域） 
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★STP 分析を踏まえた 4P戦略の策定 

①商品戦略 

・「サステナブルツーリズム」と「地域ならではの学び」を掛け合わせた観光商品とするこ

とで、高付加価値の観光商品を造成。 

 （例）防災学習プログラムやマイクロプラスチックプログラム 等 

 

②価格戦略 

・「地域ならではの学び」を提供するコンテンツを磨き上げ、高付加価値商品として販売。 

 通常の体験アクティビティと比べると利益額が大きく、地域事業者への裨益を実現でき

る。 

 

③流通戦略 

・防災学習プログラムをはじめとした体験プログラムは、自社のウェブサイト等の直接流

通チャネルで販売。 

 また、企業研修においては、首都圏の人材育成・研修企業と協力することで効率的に販

売していくなど、選択的流通チャネルを採用している。 

 

④プロモーション戦略 

・プッシュ戦略によるプロモーションは行っておらず、プログラムを磨き上げることで、

満足度を高め口コミやリピートでのプル型誘客を図っており、特に広告宣伝は行ってい

ない。 

 また、ラーニング・ワーケーションプログラムのプロモーションでは、ブランドパトロ

ナージュ型の戦略を採っており、参加企業が地方において協働したくなるようなプログ

ラムを提供している。 

 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

「地域ならではの学び」を希望する首都圏企業、学校（ワーケーション、企業研修、教育旅行）のグ

ループ 

○選定の理由 

新型コロナウイルス感染症により、企業の働き方は変わり、ワーケーションのニーズが本格的に

増加している中で、企業研修やワーケーションで来訪した企業は３泊４日ほどの中期滞在中に、域

内消費額を高めてくれるほか、地域をしっかり理解しようとするため、プログラム等の実施主体に

も生業に対して誇りを再認識させることができる。 

また、企業研修は、例えば部署ごとに来訪してくれるなど、企業としてリピーターとなる可能性

が高い。さらに、何度も来訪することで、地元企業との接点も増え、ビジネスマッチングの可能性

もあるため、地域においても持続的な経済活性化を見込める。 

以上の理由から、ワーケーション・企業研修を希望している企業をターゲットとすることで、短

期的な地域活性化だけでなく、長期的な活性化も見込めるため、第１ターゲットとして選定した。 

 

○取組方針 

企業より３泊４日等でワーケーションを実施したいという要望があった際に、企業の要望を取り

入れつつ、釜石の防災や文化を理解するプログラムや、漁業や林業をはじめとした釜石の産業を体

験できるプログラムを提供することで、来訪側だけでなく、自身の生業の価値を再認識できるため

地域側にとってもプラスとなるようなワーケーションを提供する。ワーケーション推進によって、
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釜石のファンとなる企業を創出し、今後のビジネスでの連携も見据えて、持続的な関係を構築す

る。 

○第２ターゲット層  

三陸の食・自然等を感じたい主に首都圏からのグループ 

○選定の理由 

自然を肌で感じるロングトレイルトレッキングの人気が高まっている。釜石は、ロングトレイル

の「みちのく潮風トレイル」の一部となっており、この地域ならではのリアス海岸や壮大な景観を

楽しめる。 

三陸ジオパークのひとつである「根浜海岸」では、子どもから大人まで楽しめるマリンアクティ

ビティを複数実施しており、現在は、SUP、シーカヤック、シュノーケリングといったマリンアク

ティビティを常時実施しているほか、釜石らしさとして、漁業の生業を体験できる「定置網見学」

「ホタテ漁見学」等のプログラムを提供している。 

三陸の食・自然を伝えるこれらのプログラムは、「地域ならではの、付加価値が高い体験」を望

んでいる首都圏の方のニーズに適しているため、第２ターゲットとして選定した。 

 

○取組方針 

三陸の近隣エリアの自然や食といった地域資源は共通している部分も多いため、三陸の中でも、

釜石を選んでもらうためには、付加価値が高い体験を提供する必要がある。 

付加価値を高める施策として、選ばれるガイドの育成や、そこでした会えない方との話など、

「地域の人」に焦点を当てたプログラムを提供することで、選ばれる地域となる。 

 

○第３ターゲット層  

ラグビー文化を通して、地域との交流を好む訪日外国人（特に、欧米やオセアニア地域） 

○選定の理由 

海外のラグビーファンから、釜石は日本におけるラグビーの聖地として知られており、ラグビーワ

ールドカップ 2019 の開催にあたり建設された「釜石鵜住居復興スタジアム」が釜石のラグビーの象

徴となっている。 

ラグビーワールドカップ 2019 を契機として、釜石とつながりを持った国（オーストラリアなど）

との持続的な交流が始められている。 

 今後、インバウンド誘客を推進するうえで、ラグビーをキーとした誘客は、釜石ならではの強みで

ある。 

 

○取組方針 

インバウンド向けに「ラグビー」を再アピールし、長期滞在に向け誘客を図る。また、ラグビー

だけでなく、当社が実施するプログラムの英語化も進め、釜石の文化の伝承やアドベンチャーツー

リズムにも取り組む。 

また、ラグビーを目的とした交流は毎年継続する傾向があるものの、例年同じようなプログラム

になってしまい、工夫が必要であるため、さらなるリピーター創出に向け来訪全体のコーディネー

トの高度化を図る。 

 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト まち全域が、「博物館」。 

オープン・フィールド・ミュージアム釜石 
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②コンセプトの考え方 釜石全域を「屋根のない博物館」と見たてた観光地域コンセプトであり、住

まう誇り・郷土愛を醸成しながら、観光地域づくりを行う仕組みである。 

 

（具体的なビジョン） 

・住民と来訪者で、持続可能な観光地を実現する。 

・オール釜石で地域の宝を発掘し、来訪者に紹介する過程で、観光に関

わる人材を増やしていく。 

・来訪者は、人や地域との関わりから再訪頻度が増加する。 

 

（コンセプト策定の経緯） 

基幹産業の衰退、人口減少、東日本大震災からの復興といった様々な

課題に対し、住民が誇りや郷土愛を感じられるまちづくり、地域内外の

方が参加できるまちづくりを目指した。地域にある観光資源の原石を磨

き上げ、エリア全体を「博物館」と見立て、地元の宝を地域内外が一体

となって育てていく地域づくりを行っている。 

観光素材そのものを「人」や「生業」にすることで、住まう誇りを醸

成し、かつ「稼ぐ力」に結びつけることを意図している。 

 

 

 

 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

【釜石観光推進連携協議会】 

（メンバー） 

岩手県、釜石市、釜石市観光物産協会、釜石商工会議所、交通・鉄

道会社、釜石地方森林組合組合、釜石市内漁協 等 

（会長：釜石市長、事務局：釜石市および DMO）） 

（開催頻度） 

協議会は、年１回開催。 

第１回：2021 年 10 月開催、第２回：2022 年 11 月開催。 

（内容） 

協議会では、釜石の観光状況の共有や釜石が進めている施策、各団

体による意見交換を実施。 

全体の方向性については、釜石観光推進連携協議会で協議および合意す

るものの、個別テーマについてはテーマごとの会議体において、合意形

成を行い、報告会を実施している（令和４年度は約 21回の会議が開

催）。 

 

（例） 

・津波伝承施設の運営についての会議体（DMO が主催）： 

被害地域の地域会議議長、観光ガイド会、NPO 等が参加。年 4回開

催。 

・魚河岸地区の賑わいについての会議体（DMO が主催）： 

漁業関係者、商工会議所、飲食店が参加。年 1回開催。 

・ホテル旅館組合との会合（釜石大槌ホテル旅館組合が主催）： 



様式１ 

16 
 

組合加入全ホテル・旅館が参加。年 4回開催。 

・海水浴場エリアの運営についての会議体（DMO が主催）： 

海浜地域の NPO、旅館が参加。年 2回開催。 

・ラグビー関連の会議体（釜石市が主催）： 

釜石シーウエイブス、日本製鉄、釜石のラグビーを応援する企業・個

人が参加。不定期開催。 

・世界遺産の関連の会議体（DMO の CEO が委員長）： 

鉄の歴史館の運営を中心とした世界遺産関係者が参加。年 2回開催 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

サステナブルツーリズム国際認証（グリーンツーリズム/オランダ本

部）について、日本で初めてアセスメントを受け、2018 年、「持続可能な

観光地 TOP100」に選出されて以降、４年連続で選出され、また、日本で

初めて「グリーン・デスティネーションズ・アワード シルバー賞」を受

賞し、持続可能な観光地 TOP100」は 5年連続受賞している。 

引き続き、「観光地管理」26 項目、「自然・景観・野生動物保護」８項

目、「環境と気候変動」20項目、「文化と伝統への配慮」５項目、「社会福

祉」22 項目、「ビジネスとホスピタリティ」19 項目のアセスメントを受

け、改善に取り組んでいる。 

この国際認証に取り組むことで、当社の観光客に提供するサービスに

ついて、世界の他地域と比べて相対的に評価され、今後の取組の指針と

している。 

 

 

【観光施策に対する検証体制】 

（検証体制） 

・釜石市観光審議会（例年 5月開催）：メンバーは、釜石市、釜石観

光物産協会、釜石市ガイド会、釜石駅、各地域協議会、かまいし

DMC 等 

・釜石観光推進連携協議会（例年 11 月開催）：メンバーは、釜石市、

岩手県沿岸広域振興局、釜石物産観光協会、釜石商工会議所、かま

いし DMC 等 

 

（検証プロセス） 

上記会議において、釜石市及び DMO から、KGI・KPI の状況やその分

析、また、現状の観光や目指すべき観光の在り方・方向性等について

報告し、その後、メンバーとの意見交換を実施する。 

また、釜石観光推進連携協議会では、報告・意見交換のほか、メン

バーの観光推進に係るレベルアップのため、基調講演を行っている。 

・2021 年度：北海道大学観光学高等研究センター客員教授小林先生＜

テーマ：サステナブルツーリズムについて＞ 

・2022 年度：東洋大学国際観光学部教授古屋先生＜テーマ：釜石市の

地域経済波及効果分析＞ 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

釜石の観光に関するプロモーションは、以下の媒体により実施してい

る。 

①当社のウェブサイト（体験プログラム・企業版ワーケーショ

ン・企業研修） 
②当社が運営する SNS（instagram、Facebook、YouTube） 

③釜石市ホームページ、市発行広報誌（市民向け情報発信） 

④釜石観光物産協会が運営するウェブサイト（観光全般） 
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⑤市内の各観光施設 

 

また、当社、観光物産協会、まちづくり会社それぞれのコンテンツを

統合したサイト（KAMAISHI TRAVEL GUIDE、https://travel-

guide.kamaishi-dmc.com/）を制作した。 

 

また、情報発信と観光 DXを掛け合わせ、来訪者が旅マエから旅アト

まで釜石とのつながりを持てるようするほか、顧客のロイヤルティを向

上させるため、2023 年 2月に「釜石版 LINE」をリリースした。 

これにより、旅行者から問い合わせが多い案件を、LINE に投稿するこ

とで、解決ができる仕組みを構築した。さらに、お土産や旅アトのふる

さと納税にもつなげる仕組みとなっている。 

さらに、地域事業者が自らタイムリーな情報発信ができるように、

Google を活用した情報発信セミナーを、2023 年 2月に開催した（釜石

市内外事業者 22 名参加）。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（円/人） 

目

標 

48,212 50,623  33,397 

宿泊： 

18,048 円 

日帰り： 

5,606 円 

宿泊： 

19,853 円 

日帰り： 

6,167 円 

宿泊： 

21,838 円 

日帰り： 

6,784 円 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

20,000(注) 30,361 

宿泊：

16,407 円 

日帰り：

5,096 円 
   

（-） （-） （-） 

●延べ宿泊者数 

（人） 

目

標 

210,000 88,150 94,911 101,672   108,433 114,938  

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

81,389 112,614 125,751 
   

（95） （-） （-） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

73.0 76.0 78.0 80.0 80.0 80.0 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

72.0 77.1 75.7 
   

（-） （-） （-） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

75.0 75.0 80.0 80.0 80.0 80.0 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

76.0 78.2 56.1 
   

（-） （-） （-） 
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目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

平成 30 年 4 月 2 日の当社設立以前は観光関連データのうち「観光入り込み者数」「宿泊者数」以

外が存在しないため、平成 30年度において 3回の観光調査を実施し、必要データを収集した。令和

元年度より、春と秋の年 2回のアンケートを実施している。 

また、持続可能な地域づくりの観点から、令和２年度から、２年毎に住民に対する観光意識調査

を実施している 

 

平成 30 年度以降に実施した観光調査概要 

調査対象 市外からの観光客 

調査場所 （令和 4年度） 

魚河岸テラス、いのちをつなぐ未来館、根浜キャンプ場 

調査日/ 

回収数 

【2018 年】 

2018 年 5月 4日（祝）     235 サンプル 

2018 年 8月 19 日（日）     247 サンプル 

2018 年 10 月～11 月の 8日間  175 サンプル 

【2019 年】 

2019 年 4月 27 日～5月 6日   199 サンプル 

2019 年 11 月 14 日～12月 26 日  100 サンプル 

【2020 年】 

2020 年 9月 20 日～11月 8 日    191 サンプル 
※令和 2年春の調査は、新型コロナウイルス感染症の影響で調査が行うこと

ができなかった。 

【2021 年】 

2021 年 4月 23 日～7月 18 日  186 サンプル 

2021 年 11 月 6日～1月 22 日  111 サンプル 

【2022 年】 

2022 年 4月 29 日～ 7月 10 日  205 サンプル 

2022 年 10 月 8日～12月 31 日  134 サンプル 

調査方法 調査票配布による対象者自身が記載する記入式調査 

参考資料 観光庁 旅行・観光消費同行調査  

 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

旅行消費額は、年２回実施している観光来訪調査を用いて、春と秋の平均値を年度の旅行消費額と

する。 

（実績） 

・令和２年度  令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言等発令により、春

のアンケート調査は未実施。。 

・令和３年度  春：28,688 円/人、秋：32,033 円/人 ⇒30,361 円/人 

 

令和４年度の調査から、より実態を把握するため、東洋大学国際観光学部古屋教授の指導のも

と、調査内容および分析手法をアップデートした。具体的には、宿泊旅行と日帰り旅行の旅行消費

額を区分するほか、立ち寄り回数を計測し、実来訪者を把握することで、実態に即した消費額を推

定。 

 

（目標） 

計測手法をアップデートした令和４年度の数値を基準に、令和５年度以降の目標値を再設定す

る。令和５年度以降は、前年度比 10％増加として設定した。 
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●延べ宿泊者数 

釜石市商工観光課で収集している宿泊者数を用いる。当初は、令和５年度までに平成 28年度の

宿泊者数 236,900 人を目標としたものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、宿泊者数が大

幅に減少したことから、令和２年度の実績を参考に、令和３年度以降の数値を再計算し、増加率の

年平均を、約 6%として目標値を設定した。 

 

●来訪者満足度 

アンケートでは、来訪者満足度を次の①～④の項目に細分化し、「期待していたこと」と「その評価

（満足～不満まで 5段階）」を調査している。 

＜項目：①「食べ物・地域特産」、②「自然景観」、③「観光名所・寺社等」、④その他＞ 

 

ＫＰＩは、回答者が「満足」としている 5段階評価の上位 2項目「満足」「やや満足」の合計した値

の①～④の平均値とする。平均値向上の対策は、「期待していたこと」と「その評価」との乖離が大

きく、低コストで取り組める「体験・レジャー」「イベント」の満足度向上に努めることで、全体の

満足度を向上させる。令和 5年度目標値 80％へ向けて改善していく。 

 

 

●リピーター率 

年２回実施するアンケート（春、秋）における再来訪に対する割合（「釜石への来訪は初めて」以

外の回答を合計）用いる。 

目標値は、令和２年度、令和３年度ともに目標を達成していることから、目標値を高め、令和４年

度以降はリピート率 80％として設定する。 

 

 

（２）その他の目標 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●住民満足度

（％） 

目

標 

 37.5 43.0 48.5 54.0 59.5 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

32.0 - 14.7    

（-） （-） （-） 

●来訪者を迎え

る意識（％） 

目

標 

   72.5   72.5  75.0  77.5   80.0   

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

71.7 - 65.7 
   

（-） （-） （-） 

●観光消費（飲

食店、土産

屋、宿泊施設

の飲食等）に

関わる域内調

達率（％） 

 

目

標 

    25.0  33.0   41.0 49.0   57.0   

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

 53.7 66.7 

   
（-） （-） （-） 

●観光地域づく

りの司令塔と

してのＤＭＯ

の認知度

（％） 

目

標 

      

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

34.6 - 28.7 

   
（-） （-） （-） 
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたって検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

サステナブルツーリズムの推進にあたり、主に GSTC 基準に即した指標を KPI として設定。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●住民満足度 

釜石市民約 1,400 名に対し、郵送式にて、「観光と住民意識に関する調査研究」アンケートを実施（２

年毎に実施）。住民満足度は、「市民の住まう誇り」として捉える。 

 

●来訪者を迎える意識 

釜石市民約 1,400 名に対し、郵送式にて、「観光と住民意識に関する調査研究」アンケートを実施

（２年毎に実施）。「今後、多くの日本人観光客に訪れてもらいたい」という質問を、「来訪者を迎

える意識」として捉える。 

※「今後、多くの外国人観光客に訪れてもらいたい」という質問に対するポジティブな割合は、

56.8%である。 

 

●観光消費（飲食店、土産屋、宿泊施設の飲食等）に関わる域内調達率 

DMO が、毎年 2月～3月に観光関連事業者に対し実施「持続可能な観光に関するアンケート調査」

での回答結果を用いる。 

 

●観光地域づくりの司令塔としてのＤＭＯの認知度 

釜石市民約 1,400 名に対し、郵送式にて、「観光と住民意識に関する調査研究」アンケートを実施

（２年毎に実施）。 

DMO の認知度に関する質問「かまいし DMC は、観光振興のために真剣に取り組んでいる」 

（回答選択肢：とてもそう思う、そう思う、どちらとも言えない、そう思わない、まったくそう思

わない）回答において、「とてもそう思う」「そう思う」の回答数を認知度として捉える。 

 

●経済波及効果 

★産業連関分析による経済波及効果の計測 

 地域の特性を反映した分析を実施するため、以下の分析・調査手法を用いる。 

 ・釜石市の産業連関表（環境省「地域経済循環分析」） 

  ・釜石市観光来訪調査（かまいし DMC 実施） 

 

観光による経済効果⇒19.08 億円 

 （内訳） 

  ①観光客の消費のうち、市内で生産されるもの（直接効果）⇒11.53 億円 

  ②市内での生産に対する原材料（間接１次効果）⇒5.47 億円 

  ③財・サービスの生産者による消費活動（間接２次効果）⇒2.08 億円 

 

 

 

 

●経済波及効果

（億円） 

目

標 

  - - - - 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

実

績 

 19.08 - 
   

（-） （-） （-） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２） 

年度 
269,689千円 【収益事業】     48,103千円 

【指定管理収入】   69,568千円 
【受託事業収入】   129,602千円 
【官公庁事業】    22,416千円 

2021（Ｒ３） 

年度 
458,967千円 【収益事業】     57,336千円 

【指定管理収入】   62,100千円 
【受託事業収入】   307,753千円 
【官公庁事業】    31,779千円 

2022（Ｒ４） 

年度 
388,468千円 【収益事業】     65,896千円 

【指定管理収入】   61,677千円 
【受託事業収入】   239,842千円 
【官公庁事業】    21,053千円 

2023（Ｒ５） 

年度 
500,000千円 【収益事業】     67,900千円 

【指定管理収入】   62,100千円 
【受託事業収入】   340,000千円 
【官公庁事業】    30,000千円 

2024（Ｒ６） 

年度 
515,000千円 【収益事業】     72,900千円 

【指定管理収入】   62,100千円 
【受託事業収入】   350,000千円 
【官公庁事業】    30,000千円 

2025（Ｒ７） 

年度 

527,100千円 【収益事業】     75,000千円 
【指定管理収入】   62,100千円 
【受託事業収入】   360,000千円 
【官公庁事業】    30,000千円 

 
（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２） 

年度 
268,081千円 【外部人材招聘、人材育成等】     560千円 

【観光体験プログラム実施】     3,040千円 
【食ブランド開発・販路開拓】    3,070千円 
【広報・PR・プロモーション】    3,660千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 3,200千円 
【一般管理費】          254,551千円 

2021（Ｒ３） 

年度 
457,236千円 【体制強化、人材育成等】      1,500千円 

【観光体験プログラム造成】     4,554千円 
【広報・PR・プロモーション】    2,500千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 3,986千円 
【一般管理費等】         444,696千円 

2022（Ｒ４） 

年度 
387,733千円 【体制強化、人材育成等】      1,500千円 

【観光体験プログラム造成】     3,000千円 
【広報・PR・プロモーション】    2,500千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 4,880千円 
【一般管理費等】         375,853千円 
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2023（Ｒ５） 

年度 
451,000千円 【体制強化、人材育成等】      1,500千円 

【観光体験プログラム造成】     3,000千円 
【広報・PR・プロモーション】    2,500千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 4,000千円 
【一般管理費等】         440,000千円 

2024（Ｒ６） 

年度 
481,000千円 【体制強化、人材育成等】      1,500千円 

【観光体験プログラム造成】     3,000千円 
【広報・PR・プロモーション】    2,500千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 5,000千円 
【一般管理費等】         470,000千円 

2025（Ｒ７） 

年度 

511,000千円 【体制強化、人材育成等】      1,500千円 
【観光体験プログラム造成】     3,000千円 
【広報・PR・プロモーション】    2,500千円 
【観光施策に係る調査・計画策定等】 5,000千円 
【一般管理費等】         500,000千円 

 
（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
①自主事業の確立による財源確保 

・企業研修やラーニング・ワーケーションプログラムの販売、さらに地域食材を活用したジェラー

ト販売などにより、年々自主事業収益を伸ばしている。 

 

②行政からの委託事業 

・釜石内観光施設 4施設（魚河岸テラス、うのすまいトモス、根浜キャンプ場、御箱崎の宿）の指

定管理業務 

・釜石市からのふるさと納税運営事業 

・その他、釜石市、岩手県からの新規案件業務の受託 

 

③地域 DMO としてのステークホルダーとの協議による推進 

・令和 4年度に、地域の未来を担う釜石青年会議所の株主になっていただき、より地域に密着した活

動を行う体制を構築している。 

・当社は、釜石市の地域ＤＭＯであるため、、地域のマネジメントをスピーディーかつ効果的に実施

するため、株主である金融機関や商工会議所及び地域の民間企業との関係を強化し、経営の自主性

を発揮していく。 
 
 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

岩手県釜石市は、株式会社かまいしＤＭＣを同市における地域ＤＭＯとして登録したいので株式会社

かまいしＤＭＣとともに申請します。 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 
 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

・さんりく基金（地域連携ＤＭＯ） 

必要に応じて、各組織の取組に関する意見交換を実施している。 
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【区域が重複する背景】 

さんりく基金は三陸沿岸地域の地域連携ＤＭＯとして、全体のプロモーション等を行うなど、役

割が異なる。 

 

【重複区域における、それぞれの DMO の役割分担について】 

当社は、地域ＤＭＯとして釜石の観光振興を実施しており、体験プログラムの造成・実施やプロ

モーション行っている一方で、さんりく基金は、三陸沿岸地域全体のプロモーション等を実施して

いるため、手法やターゲットも異なり、ＤＭＯとしての役割も異なる。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

それぞれの手法等によって、プロモーション等を実施することで、相乗的な効果が期待できる。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 ①河東 英宜、②大杉 尚也 

担当部署名（役職） ①代表取締役、②経営企画管理部長 

郵便番号 026-0012 

所在地 岩手県釜石市魚河岸３－３ 

電話番号（直通） 0193-27-5260 

ＦＡＸ番号 0193-27-5261 

Ｅ－ｍａｉｌ contact@dmo-kamaishi.com 

 

 
１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 岩手県釜石市 

担当者氏名 猪又 博史 

担当部署名（役職） 産業振興部商工観光課（課長） 

郵便番号 026-8686 

所在地 岩手県釜石市只越町 3-9-13 

電話番号（直通） 0193-27-8421 

ＦＡＸ番号 0193-22-2762 

Ｅ－ｍａｉｌ Inomata1495@city.kamaishi.iwate.jp 

 

都道府県･市町村名 岩手県釜石市 

担当者氏名 ①前川 靖展 

②中田 深雪 

担当部署名（役職） ①産業振興部商工観光課（係長） 

②産業振興部商工観光課（係長） 
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郵便番号 026-8686 

所在地 岩手県釜石市只越町 3-9-13 

電話番号（直通） 0193-27-8421 

ＦＡＸ番号 0193-22-2762 

Ｅ－ｍａｉｌ ①Maekawa1937@city.kamaishi.iwate.jp 

②Nakata1831@city.kamaishi.iwate.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
岩手県釜石市
【設立時期】 2018年4月2日
【設立経緯】
①区域に観光協会があるが、役割分担等をした上でＤＭＯ新設
【代表者】 河東 英宜（代表取締役）
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 河東 英宜（代表取締役兼任）
【財務責任者（ＣＦＯ）】 大杉 尚也
【職員数】 20人（常勤15人（正職員15人・出向等0人）、非常勤5人）
【主な収入】
収益事業 66百万円、委託・官公庁事業323百万円（令和4年度決算）
【総支出】
事業費 12百万円、一般管理費379百万円（令和4年度決算）
【連携する主な事業者】
釜石観光物産協会、釜石商工会議所、釜石青年会議所、
岩手大学釜石キャンパス、東京大学大気海洋研究所国際・地域連携
研究センター、市内事業者等

項目
2020
（R2）年

2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

旅行
消費額
(円/人)

目標
48,212 50,623 33,397 宿泊：18,048円 宿泊：19,853円 宿泊：21,838円

( - ) ( - ) ( - ) 日帰り：5,606円日帰り：6,167円日帰り：6,784円

実績
20,000 30,361 宿泊：16,407円

― ― ―
( - ) ( - ) 日帰り：5,096円

延べ
宿泊者数
(人)

目標
210,000 88,150 94,911 101,672 108,433 114,938

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

実績
81,389 112,614 125,751

― ― ―
( - ) ( - ) ( - )

来訪者
満足度
(％)

目標
73.0 76.0 78.0 80.0 80.0 80.0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

実績
72.0 77.1 75.7

― ― ―
( - ) ( - ) ( - )

リピーター率
(％)

目標
75.0 75.0 80.0 80.0 80.0 80.0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

実績
76.0 78.2 56.1

― ― ―
( - ) ( - ) ( - )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月３１日

【主なターゲット】
「地域ならではの学び」を希望する首都圏企業、
学校（ワーケーション、企業研修、教育旅行）
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
来訪側だけでなく、自身の生業の価値を再認識
できるため地域側にとってもプラスとなるような
ワーケーションを提供する。
【観光地域づくりのコンセプト】
『まち全域が、「博物館」。
オープン・フィールド・ミュージアム釜石』
…釜石全域を「屋根のない博物館」と見たてた
観光地域コンセプトであり、住まう誇りを醸成

【観光資源の磨き上げ】
・釜石湾漁船クルーズの運航開始
・岩手大学釜石キャンパスと連携
し、「マイクロプラスチックから海
洋保全を考えるSDGs 学びプロ
グラム」の造成
【受入環境整備】
・企業版ワーケーション推進の新
たな拠点となるワーケーション施
設「Nemaru Port」を開設
・域内調達率向上に向け、「三陸
ジオ弁当」を開発

【情報発信・プロモーション】
・根浜キャンプ場の持続可能な
取組を紹介するウェブサイトを
公開
・公式LINE制作・活用による情報
発信の高度化
【その他】
・「世界の持続可能な観光地100
選」5年連続受賞
・「グリーン・デスティネーションズ・
アワード シルバー賞」を受賞

（登録）【地域DMO】株式会社かまいしＤＭＣ 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


